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く
事
業
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
総
合
建
設
業
者（
ゼ
ネ
コ
ン
）
は
、同
業
や
異
業
種
と

の
合
従
連
衡
を
模
索
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
経
営
環
境
下
で
は
旧
態
依
然
の
営
業
攻
勢
で
じ
り
貧

の
市
場
に
し
が
み
つ
く
よ
り
、
む
し
ろ
経
営
の
ス
タ
イ

ル
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
入
札
の
機
会
も
減

り
、
う
ま
み
が
少
な
い
と
さ
れ
て
き
た
再
編
の
選
択
肢

も
排
除
す
べ
き
で
は
な
く
、
新
た
な
事
業
領
域
を
開
拓

す
る
取
組
み
も
重
要
で
あ
る
。
収
益
源
の
多
角
化
を
急

ぎ
、
生
き
残
り
へ
の
道
筋
を
立
て
な
け
れ
ば
ば
ら
な
い
。

　
国
土
交
通
省
は
、
建
設
業
界
の
海
外
受
注
高
を
二
〇 

二
〇
年
度
ま
で
に
二
兆
円
以
上
に
す
る
と
い
う
目
標
を

設
定
。
二
〇
一
一
年
度
の
約
一
兆
三
、五
〇
〇
億
円
か

ら
一
・
五
倍
に
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
国
内
の
建
設
需
要
は
減
少
の
一
途
で
、
今
後
五
年
ほ

ど
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
で
一
息
つ
く
が
、
そ

の
後
は
ま
た
元
に
戻
る
。
少
な
い
パ
イ
を
取
り
合
う
ダ

ン
ピ
ン
グ
合
戦
で
建
設
業
者
は
大
手
か
ら
中
小
に
至
る

ま
で
疲
弊
し
て
お
り
、
海
外
市
場
へ
の
進
出
は
生
き
残

り
の
た
め
に
は
妥
当
な
方
策
と
い
え
る
。

　
安
定
し
た
収
益
を
見
込
め
る
不
動
産
開
発
や
現
地
市

場
に
即
し
た
技
術
力
を
テ
コ
に
、
海
外
事
業
の
足
場
固

め
を
急
ぐ
動
き
は
広
が
る
と
み
ら
れ
る
。

　
二
〇
二
〇
年
は
、
住
宅
市
場
に
と
っ
て
も
大
き
な
転

住
宅
・
不
動
産
業
界
も
大
き
な
転
機
に

ま
で
の
完
成
を
め
ど
に
し
て
動
き
だ
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　
今
後
、
二
〇
二
〇
年
を
契
機
に
変
化
す
る
要
因
と
し

て
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
世
帯
数
の
減
少
で
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、

日
本
の
世
帯
数
は
二
〇
一
九
年
の
五
、三
〇
五
万
世
帯

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
減
少
局
面
に
入

る
。
つ
ま
り
、
人
口
に
加
え
て
世
帯
数
ま
で
も
が
縮
小

し
て
い
く
社
会
が
到
来
す
る
。
世
帯
数
の
内
訳
を
み
る

と
、
家
族
と
子
ど
も
か
ら
な
る
世
帯
が
減
少
す
る
一
方

で
、
単
独
世
帯
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
増
加
す
る
こ
と
に

二
〇
二
〇
年
を
契
機
に
人
口
に
加
え

世
帯
数
も
減
少

機
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
社
会
変
化
や
技
術

開
発
な
ど
が
進
む
こ
と
で
、
間
接
的
な
影
響
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
直
接
的
な
影
響
を
受
け
る
ト
ピ
ッ
ク
も

少
な
く
な
い
。
政
府
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン

で
は
、
ス
ト
ッ
ク
市
場
を
倍
増
し
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
二
〇
兆
円
規
模
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
基
準
の
義
務
化
に
つ
い
て
も
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
全
て
の
建
築
物
に
省
エ
ネ
基
準
の

ク
リ
ア
を
求
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
住
宅
市
場
に
と
っ
て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
五
年

間
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
に
な
る
。
住
宅

各
社
は
、
国
内
住
宅
事
業
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
筆
頭
に
成

長
で
き
る
分
野
へ
の
選
択
と
集
中
、
同
時
に
海
外
事
業

な
ど
国
内
住
宅
事
業
以
外
の
収
益
の
柱
を
い
か
に
構
築

す
る
か
が
問
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
大
手
不
動
産
会
社
は
、
開
発
・
分
譲
、
賃
貸
、

流
通
、
管
理
部
門
の
い
ず
れ
も
新
し
い
業
態
に
変
化
し

つ
つ
あ
り
、
そ
の
将
来
性
も
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、

資
金
力
、
独
自
ノ
ウ
ハ
ウ
の
な
い
中
小
・
零
細
業
者
の

淘
汰
は
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
い
ま
多
く
の
企
業
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
は
、
所

有
す
る
不
動
産
を
本
来
の
事
業
と
連
動
さ
せ
つ
つ
、
ど

う
有
効
活
用
す
る
か
で
あ
る
。
国
内
の
不
動
産
資
産
規

模
の
約
二
割
を
占
め
る
法
人
所
有
不
動
産
の
中
で
、
収

益
不
動
産
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
で

あ
る
。

な
っ
て
い
る
。

　
当
然
な
が
ら
少
子
・
高
齢
化
に
つ
い
て
も
、
二
〇
二 

〇
年
に
な
る
と
今
よ
り
も
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
。
全

人
口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
割
合
は
約
三
割
に
達
し
、

大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
占
め
る
団
塊
の
世
代
は
後
期
高

齢
期
へ
と
突
入
す
る
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進

む
こ
と
で
、
す
で
に
多
数
派
と
な
っ
て
い
る
共
働
き
世

帯
が
さ
ら
に
増
加
し
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
、
国
内
の
建
設
投
資
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の

八
〇
兆
円
規
模
か
ら
ほ
ぼ
半
減
、
建
設
業
界
を
取
り
巻

大
手
建
設
会
社
は
異
業
種
と
の

合
従
連
衡
や
海
外
進
出
へ

　
多
く
の
企
業
は
、
自
社
所
有
の
遊
休
不
動
産
を
本
業

で
有
効
活
用
す
る
視
点
か
ら
、
施
設
計
画
を
立
案
で
き

る
人
材
を
求
め
て
い
る
。
建
設
界
に
と
っ
て
は
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　
中
長
期
的
に
み
た
場
合
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
の
需
要
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
く

に
東
京
は
、
世
界
の
主
要
都
市
と
比
較
し
て
も
潜
在
需

要
が
最
も
多
い
都
市
で
あ
る
。
人
口
密
度
と
土
地
利
用

の
未
成
熟
度
を
考
え
る
と
、
東
京
の
潜
在
的
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
相
当
大
き
い
。

　
一
方
、
建
設
業
界
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、

い
く
つ
か
の
制
度
も
動
き
始
め
る
。
外
国
人
建
設
就
労

者
受
入
事
業
は
、
担
い
手
不
足
解
消
の
一
助
と
な
る
か

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
仙
台
空
港
や
関
西
国
際
空

港
・
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）
で
は
、
運
営
権
を

民
間
に
譲
渡
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
手
続
き
が
始
ま

っ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
夏
頃
か
ら
優
先
交
渉
権
の
譲

渡
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
が
一
段
と
進
む
中
、
日
本
の

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
て
い
る
。
企
業
の
抱

え
る
経
営
課
題
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
い
ま
企
業
に

総
合
的
な
経
営
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
総
合
的
な
経
営
力

　
二
〇
二
〇
年
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
合
わ
せ
、
東
京
や
全
国
各
地
で
再
開
発
の

動
き
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　
東
京
五
輪
の
招
致
委
員
会
の
試
算
に
よ
る
五
輪
施
設

関
連
の
建
設
投
資
額
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三
、八 

三
一
億
円
。
日
本
の
年
間
の
建
設
投
資
額
四
八
兆
円
か

ら
見
れ
ば
、
ご
く
わ
ず
か
な
金
額
で
あ
る
が
、
東
京
五

輪
が
建
設
業
界
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
こ
の
範
囲
に

は
と
う
て
い
収
ま
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、
成
田
空
港
〜
羽
田
空
港
を
結
ぶ
通
称
「
成

羽
線
」
の
整
備
や
、
総
額
一
兆
円
以
上
に
も
上
る
と
み

ら
れ
る
老
朽
化
し
た
首
都
高
速
道
路
の
改
修
工
事
、
山

手
線
の
三
〇
個
目
と
な
る
新
駅
構
想
や
カ
ジ
ノ
構
想
な

ど
、
数
多
く
の
東
京
改
造
プ
ラ
ン
が
、
五
輪
開
催
時
期
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